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研 究 主 題

豊かな人間性をはぐくむ道徳の時間の指導

1研 究主題設定の理 由
これ か らの教 育 にお いて は 、 「生 き る 力」 の 育成 が 不可 欠 で ある。 「生 き る力」 とは 、変化

の激 しい社 会 にお いて、 どん な場 面 にお いて も、他 人 と協調 しつ つ 自律 的 に社 会 生活 を送 れ

るよ う にな るた め に必 要 な、 人間 と して の実践 的 な 力で あ り、豊 かな 人 間性 を重 要な 要素 と

して いる。

「生 き る力」 を育 成 す るた め に、 今 回 の学 習指 導 要 領 の改訂 で は基 本 方針 が4点 あ げ られ

て お り、そ の第1に 「豊 かな 人間性 や社 会 性 、国 際社 会 に生 き る 日本 人 と しての 自覚 を育 成

す る こと。」 が あ げ られ て い る。今 日の社 会 状 況 を踏 まえて 、 これ か らの 学校 教育 を考 える

とき、 時代 を超 えて変 わ らな い、 調和 の とれ た人 間形 成 が強調 され る所以 が ここ にある と考

え る。特 に、道 徳 教育 の かな め とな る道 徳 の 時間 を、体験 活動 を生か した り、家庭 や 地域 の

人 々 に協 力 を求 めな が ら、子 ども一人 一 人が 直面 す る課題 や悩 み に主体 的 に取 り組 み、夢 や

希望 を もって未 来 に向 け て人生 を切 り拓 ≦実 践 的な 力 をは ぐくむ こ とが求 め られ て い る。

現 在 の社 会 の状 況 に 目を向 け る と、 自己 中心 的 で他 人 の こ とには無 関心 とい う利己 主義 が

横行 し社 会 全体 の利益 を無視す る といっ た傾 向が 増 えて い る。そ の よ うな 社会 環 境が 、 青少

年 の行 動 に も影 響 を与 えて いる。 い じめ 、不登 校 、新 しい 「荒 れ 」 として 、 普段 お とな しい

子 どもが 、 ささ いな ことでか っ とな り、暴 力 にお よぶな どの事 件 が起 きて いる。 ま た、子 ど

もの 「荒れ 」 は学 校 の中 まで 及び 、授 業が 成 立 しな い学級 や 学校 な どがで て きて い る。そ の

根底 にあ る心 の荒廃 等 を解 決す る ことは、 緊急 の課 題 で ある。

こう した 状況 を踏 まえ 、学校 の教育活 動 全体 を通 じて行 な う道徳 教 育 は、 一層 改善 ・充 実

され な けれ ばな らな い。 特 に、道徳 教育 のか な め とな る道 徳 の時 間 にお いて 、人 間 の心や 生

き方 につ いて よ り深 く考 え、 自己 の向 上 を図 るた め に どの よ うな 内容 を取 り上 げて指 導す れ

ばよ いのか を検 討 した 。

中学 生 の時期 は、心 身 共 に発 達 し、他 者 との連 帯 を求 め る と同時 に、 自我 の確 立 を求 め、

自己 の 生 き方 につ い ての 関心 が高 ま る時 期 で あ る。そ の 一方 で、 自己 の 生 き方 にっ いて悩 む

時で もあ り、他 者 との関 係 を豊 か に もて るか どうか が、 中学 生の道 徳性 の形成 に も影 響 を及

ぼす 。そ こで 、今 年度 の研 究主 題 を 「豊 か な 人間性 をは ぐくむ道徳 の 時 間の指 導 」 とし、研

究 の仮説 を 「自己 を他 の 人 とのか かわ りの中 で と らえて 、望 ま しい人 間 関係 の育成 を図 る こ

とをね らい と した 道徳 の 時間 が実践 され れ ば 、豊 かな 人 間性 をは ぐくむ ことがで き るで あ ろ

う」 と設 定 した。

そ して 、 本研 究 を進 め る に当た り二 つの分 科 会 を設 定 した。 両分 科会 と もに人 との かか わ

りを重視 した い とい う願 いか ら、研 究 の窓 口を2の 柱 「主 と して他 の 人 とのか か わ りに関 す

る こ と」 を取 り上 げ、 内容 項 目につ いて は 、第1分 科 会 では2-(3)「 友 情」 を、第2分 科

会 で は、2-(5)「 他 に学ぶ 広 い心」 と して研 究 を進 め る こ とに した。
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《豊かな人間性をはぐくむ道徳の時間》

生徒の実態の把握 ・生 徒 との コ ミュニ ケ ー シ ョン

・ア ンケー ト調査 と分 析

u

〈資料 の選定〉
・興 味、関心 を喚起できる資料
・日常 生活 に即 して考え られ る資料

・多様 な価値観を引き出せ る資料

・ね らいを達成す るのにふ さわ しい資料

・体験 的活動のできる資料

↓

〈資料提示 の工夫〉
・TTの 連携 による役割分担

・生徒が作成 した資料(絵 な ど)の活用

↓

〈導入の工夫〉
・授業への期待感

・意識 づけ

↓

〈発問の工夫〉
・ね らいに焦点を絞 った内容

・興味を呼び起 こす 内容

・自らの思 いを深 め られる内容

・多様 な考 えを引き出せる内容

・心を揺 さぶ り、心 の変化 を引き出せる内容

↓

〈発表の工夫〉
・TTに よる発言の引き出 し

・小集団を生か した多 くの意見交換の場

・ワー クシー トや ノー トの利用

・ディベー ト

・ロールプレイ

↓

〈板書の工夫〉
・考 えをたどれ るよ うな構成

・板書、短冊 の利用 による発問の共有化
・絵 などを使 ってイメー ジの共有化

・TTの 連携 による役割分担

↓

〈終末の工夫〉
・道徳的価値 を押 しつけな い

・道徳的価値 の自覚 を深 める

・保護者の体験談の活用

〈生徒の心の変化〉

あいまいだった思いが はっき りす る

↓(自 己理解)

様 々な考 えがある ことを知る

↓(他 者理解)

自らの考 えを再構築す る

(自己理解 の深化 と発展)

学級 活 動 、学

校行 事 、総 合

的 な 学習 の時

間 、 教科 の授

業 で の 学習 活

動 を連携 させ

た 学 習指 導 計

画 を作 成 し、

学 習 の深 化 と

効 率化 を図 る。

一 一 →↓← 一 一

内容 項 目2-(3)「 友 情 」

内容 項 目2-(5)「 他 に学 ぶ広 い心 」

u

道 徳 的 価 値 の 自 覚
人 間 と し て 生 き 方 の 自覚
道 徳 的 実 践 力 の 育 成

家 庭 、 地域 と

の連携
・体 験 談 を話

して も ら う
・ゲ ス トテ ィ

ー チ ャー と

して の授 業

参加

な ど
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ll研 究 の方法

1研 究の概 要

生徒 の実態 を把握 す る と とも に、指導計 画 を立 て るた め に生徒 対象 に調 査研 究 を行 った。

各 分科 会 共通 の項 目 と して 「自己認 知 」、 「対 人 関 係 」、 「学校 適 応 」 に関 す る 内 容 と各分 科

会 でね らい と した道 徳 的価 値 に関す る指 導 内容 につ い て事 例項 目を設 定 し、調 査 を実 施 した 。

自己 認知 の三 つ の項 目と事例 項 目の間で統 計処 理 を行 い、結 果 を考 察 、分 析 して指 導 計画 を

立 て実践 した 。指 導 計画 を実 施 した後 、再度 、同 じ生徒 を対 象 に同 じ調 査 内容で 調査 を行 い、

生徒 の変容 を把握 す る実験 法 の手 法 を取 り研究 を進 め る こ とに した。

2調 査 研 究

(1)調 査対 象

都 内公立 中学校6校 、第 ユ分科 会 は第2学 年251名 、第2分 科会 は第1学 年135名 を対

象 と して事前 調査 を平成13年7月 に、事 後調 査 を平 成13年11月 に実施 した 。

(2)調 査 内容

共通 の調 査 と して 「自己 認 知 」 の項 目、 「対 人 関 係 」 の項 目、 「学 校 適 応 」 の項 目を 、

各10項 目ず つ で行 っ た。各 分科 会 ごとにね らいとす る道 徳的価 値 に関 す る事例 を設定 し、

そ れ に対 す る意識 や行 動 面 で の反応 を見 る調査 を行 った 。

ア 「自己認 知」 の項 目(と て も ・や や ・どち らで もな い ・やや ・とて も、 の5段 階 で答 え

る。)

1.明 る い

2.強 い

3.温 か い

4.頼 りな い

5.親 切 な

暗 い

弱 い

冷 た い

頼 も しい

い じわ るな

6.無 責 任

7.消 極 的 な

8.信 じ や す い

9。 無 気 力 な

10。 自 分 勝 手

責任感のある

積極的な

疑い深い

意欲的な

思いやりのある

イ 「対 人関 係」 の 項 目(と て もそ う思 う ・どち らか とい う とそ う思 う ・わ か らな い 。

どち らか とい う とそ う思 わ な い ・ま った くそ う思 わ な い、 の5段 階で 答 える。)

人の気持ちの変化に敏感

人の気持ちを理解 しようとする

人の外見が気になる

人のことをよく考える

人付き合いがよい

ゲ ー ム は一 人 よ り相手 が いる方 が よ い

人 か らど う思 われ て い るか 気 にな る

人 の行 動 の理 由が 知 りた い

マ イ ペー ス で行 動す る

10。 身 近 な人 につ いて い ろい ろ知 りた い

ウ 学校 適応 の項 目(と て もそ う思 う ・どち らか とい う とそ う思 う ・わ か らな い。

どち らか とい うとそ う思 わな い ・まった くそ う思わ な い 、の5段 階 で答 え る)

1.学 校 生活 に満 足 して い る

2.授 業 中別 の こ とを して い る

3.友 達 と一緒 にい る と楽 しい

6.何 で も話 せ る友達 が い る

7.先 生 と気軽 に話せ る

8.規 則 を守 らな い といけな い と思 う
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4.友 達 付 き合 いが うっ とう しい

5.勉 強が楽 しい

9.将 来 に希望 を も って い る

10.行 事 な どに積 極的 に取 り組 む

エ 「事 例項 目」(第1分 科会 、第2分 科会 とも、 とて もそ う思 う ・どち らか とい う とそ

う思 う ・どち らと もいえ な い ・どち らか とい うと思 わな い ・思 わな い、等 の5段 階 で答

え る こ とを原 則 とす る。)

第1分 科会 の事例 項 目

○ 「友達 の定 義」

・「友 達 」 とは、何 で も言 いあ える こ とで あ る。

・「友達 」 とは、 いつ も一緒 に行 動す る人 の こ とで あ る。

・「友達 」 とは、 自分 と同 じよ うな考 え を もつ 人の ことで あ る。

○ 「友情 に対 す る意 識 」

・友 達 が まちが った 行 動 を して いた ら注意 した い と思 う。

・その 場 にいな い友 達 の悪 口は言わ な い方 が い い と思 う。

○ 「実 際の行 動 」

・友達 が まちが っ た行 動 を して いる とき注意 で きる。

・友達 が他 の友達 の悪 口を言 って いる とき一緒 に悪 口 を言 って しま う。

・友達 か ら注 意 され た とき、素 直 に聞 け る。

第2分 科会 の事 例項 目

○ 「事 例1」

・話 し合 いの とき、普 段 あ ま り話 さな い友達 の考 え を聞 いて 、 「な るほ ど」

と思 う。

○ 「事 例2」

・ク ラス メー トの 一 人一 人 の良 い と ころ を一つ以 上 あ げる ことがで き る。

○ 「事 例3」

・友達 に 「地 域 清掃 活 動 」 に参 加 し ょう と誘 わ れ た とき 、 あな た は参加 し

ます か 。
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lll内 容 項 目2-(3)「 友 情 」 に つ い て の 指 導(第1分 科 会)

1主 題 設定 の理 由

「豊 かな 人間性 」 は、 人 と人 との豊 か なか かわ りを とお して は ぐ くまれ る もので あ る。

しか し、昨 今 の社 会 の状況 か ら考 え る と、人 間関係 が希 薄 にな っ て いる ことは否 めな い。子

どもの 間で も、 自己 中心 的 で、他 人 の こと には無関 心 にな って い る とい う風 潮 もあ る。そ の 一

方 で 、 ひ き こも り等 、 人 とのかか わ り方 が わか らず悩 む ケー ス も起 こって い る。

そ こで、第1分 科会 で は、 内容 項 目2-(3)「 友 情」 を通 した指 導 を行 う ことによ り、 「信

頼 と敬 愛 に根 ざ した人 間関係 」 を育 て 、豊 かな 人間性 をは ぐくも う と考 え た。友 情 の尊 さ を理

解 し、信 頼 関係 に基 づ いて、互 い に励 ま し合 い、高 め合 お うとす る態 度 を育 て る道徳 の時 間 を

実 践 す る こ とによ り、 人間 として の 生 き方 につ いて 自覚 が深 ま り、豊 か な 人間性 を育 て る こ と

につ なが る と考 えた か らであ る。

中 学 生の 「友 情」 に関す る実態 につ いて考 えてみ る と、 この時 期 は個 性 がは っ き りして く る

た め 、 自己主 張 が強 くな る傾 向が あ る 。そ のた め、友 達 との間 に摩 擦が 生 じて 、 い じめや 仲 間

外 れ が起 こった りす る ことも多 い。 そ の煩 わ しさを回避 しよ う と して 、一 人で い る ことを望 ん

だ り、時 には相 手 に無批 判 に同調 した り、 自分 に都 合 のよ い相手 とだ け付 き合 う生徒 もい る。

また 自分 が傷 っ く ことを恐れ るあ ま り、最 初か ら一 定 の距離 を とった 関係 しか もた な い者 も い

る。他 方 、携 帯 電話 に多 数 の名前 を登録 し、実体 のな い友達 の数 に満足 す る者 も見 られ る。 そ

の反 面 、積極 的 に 「友情 」を求 めて 悩 み、模 索 す る生徒 の姿 も見 られ る。 これ らの状況 は、 「友

情 」 につ いて の 理解 が 不十 分 で あ る ことを如 実 に示 して いる 。 「友 情 」 とは、 そ こに互 いの 信

頼 関 係が 存在 す る ことによ り成 り立 つ もので あ り、そ の根底 には、相手 へ の敬愛 の念 が存 在 し、

支 え 合 う もので あ る。

そ こで本 分科 会 で は子 ど もた ち に 「友情 」 につ いて理 解 させ る と とも に、お互 いを信頼 し、

励 ま し合 い 、高 め 合お う とす る態 度 を育 て た い と考 え た。 道徳 の時 間 にお いて は、 「友 達 とは

何 か 」、 「友達 を どうつ くるか 」、 「友 達 関係 を質 的 に ど う高 め るか」、 「友 情 が こわ れ そ うにな

った とき、 どう修 復 す るか」 な どの テ ーマ を重 点 に置 き、指 導 して い くこ とが大 切 で ある とと

らえ た。

また 、指導 にあ た っては 、相手 の 成 長 を心か ら願 って励 ま し合 い、忠 告 し合 え る信頼 関係 を

育 て る ことが、 真 の友達 関係 を築 くた め に必 要 で あ る ことを 自覚 させ た い と考 えた 。そ のた め

には 、家 庭や 地 域社 会 との連 携 を図 りなが ら、道徳 の時 間 で 「友 情 」 にっ いて 重点 的 に指 導 す

る と と もに 、各 教科 や 特別 活 動 、 「総合 的 な 学習 の時 間 」 との関連 を図 った授 業 の展 開 を とお

して 子 ど もた ちの豊 かな 人間性 を育成 で き るので はな いか と考 え た。

以 上 の点 か ら、第1分 科会 で は、 生徒 の実 態 を踏 まえた 上で 、以 下 の仮説 に基 づ き調査 研 究

を行 い 、研 究 を進 め る ことに した 。

仮説

友情 にっ いて理解 し、相 手 の成 長 を心 か ら願 って、互 い に励 ま し合 い、 忠告 し合 え る

信頼 関 係 を育て る道 徳 の時間 が実 践 され れ ば、心 か ら信頼 で き る友達 関係 を築 く こ

とがで き るで あ ろ う。

一6一



2研 究の 内容 と方法

(1)内 容項 目2-(3)の と らえ 方

内容 項 目2-(3)は 「友 情 の尊 さを理解 して心 か ら信 頼で き あ る友 達 を もち、互 い に励

ま し合 い 、高 めあ う こ と」 が指 導 内容 で ある。真 の友 情 は、相 互 に変 わ らな い信 頼 が あっ

て 成 り立つ もので あ り、相 手 に対す る敬 愛 の念が そ の根 底 にあ る。そ れ に気付 くだ けで な

く、相 手 の人 間的な 成長 を願 い、互 いに励 ま し合 い、高 め あい、 協 力 を惜 しまな い とい う

関 係へ と発 展 させ よ うと努 力す る こ とが必 要で あ る。

中学 生 の時期 は 、互 い に心 を許 しあえ る同世代 の 友達 を真 剣 に求 め るよ うにな り、利 害

関係 に左右 されな い 同世代 の友 情 を築 こう とす る気 持 ちが高 まって くる。 このよ うな時 期

に、友 情 の尊 さ につ いて 理解 を深 め、 友情 を確 かな もの に しよ う とす る ことは、大 変意 義

が ある。

友情 とは、互 いの信 頼 関係 が存在 す る ことによ って成 り立 つ もので あ る。そ の根 底 に は、

相 手へ の敬 愛 の念が 存在 す る。 しか し、 生徒一 人一 人 の友情 に対 す る と らえ方 には個 人差

があ り、そ の場だ けの 関心 や 自分 に都 合 のい い相手 とだ けの狭 い範 囲 の関係 に と どま りが

ちで あ り、認 識が 乏 しい のが実 態 で あ る。 自分 の立 場 か らだ けでな く友達 の内面 的な よ さ

に 目 を向 けさせ 、広 い視 点 で友 情 の尊 さ に気 付 かせ る こ とが で きれ ば 、 「友 情」 につ いて

の理解 を深 め る こ とが で きるで あ ろ う(初 期 段階)。

しか し、友 情 を理解 させ るだ けで は、友 情 を築 き高 め る ことはで きな い。そ のた め には、

相 手 に求 め るだ けでな く、 自分 自身が 相手 にとって ふ さわ しい友 達 にな らな くて はな らな

い 。 自分 自 身 を見 つ め 自己 の 内 面 を向 上 させ る こ と

は 、相 手 か らの 信 頼 を得 る こ と につ な が る か らで あ

る(中 期 段 階)。 さ らに、 「友 情 」 といえ ど も危 機 が

訪れ る ことが あ る。 そ の よ うな 事 態 に正対 し、危 機

を乗 り切 ろ う とす る 姿 勢 は大 切 な こ とで あ る。 相 手

の成 長 を心 か ら願 って 励 ま し合 い、 忠 告 し合 え る信

頼 関係 を育 て よ う とす る姿 勢 が 友 情 を維 持 しよ り高

め る の に必 要で あ る(後 期段 階)。 また 、先行研 究(平

成12年 度 教育研 究 員報 告書 等)に よ り、「自己 認知 」、

「対 人 関 係 」、 「学校 適 応 」 の意 識 が 高 い生徒 は 、道

徳 性 も高 い傾 向 にあ る こ とが 示 され て い る。 そ れ ら

の意 識 を高 め て い く指 導 ・支援 を取 り入れ る こ とに

よ り、友 情 に関 す る道 徳 的価 値 を定 着 させ 、道 徳 的

実 践 力 を高 め よ う と考 え た 。 図 の よ うに 、道 徳 の時

間 で 初 期 段 階 ・中期 段 階 ・後 期 段 階 にお け る適 切 な

教 材 を選 択 し、 適 切 な 指 導 法 を取 り入 れ る だ けで な

く、 学 校 教 育 全体 を通 じて 関連 を図 り、豊 か な 人間

関 係 の場 を設 け る こ と をね らい と し指導 計画 を立 て

る こ とに した 。

内容項 目2-(3)の と らえ方

ー 豊かな人間性 1

互 いに励 まし合 い

高め合 う 気持ち

人間関係の深ま り

真の友情

4

後期段階

中期段階

初期段階

友情

対

人

関

係

相互理解の深まり

丁

他者への働きかけ

丁

他者への関心

丁

自己安定感

道徳の時間 道徳教育全体

自己認知 ・対 人関係 ・学校適応1
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(2)生 徒 の実態 と指導 計画

ア 調査 研究 につ いて

生 徒 の実態 把握 を して 指導 計画 を作 成 す るに 当た り、 事前 調査 を実 施 した。 昨 年度 の研

究 成果 を活 用 し、 「自己 認知 」、 「対 人関 係」、 「学校 適 応 」 に つ いて10項 目を5段 階 の選

択 肢 で数 値化 し、統 計 処理 を行 っ た。 また、 友情 に関 して 、 「友達 の定義 」、 「友 情 に対 す

る意識 」、 「実 際の行 動」 の 三つ の観 点 か ら調 査 を行 い、 統 計処理 し分析 した。

イ 調査 結果 と生徒 の実態

友情 に関 して の三つ の事 例 調 査項 目を互

い に ク ロス 集 計 した結 果 、 「友 情 に対 す る

意 識」 と 「実 際 の行動 」 に相 関 が見 られた

(グ ラ フ1)。

つ ま り、 「友 情 に対 す る 意識 」 が高 い生

徒 は 、実 際 の生活 にお いて期 待通 りの行 動

を して いる と いえる。 したが って、 道徳 の

時 間 にお いて 、 「友 情 に対 す る意 識 」 を高

め る指 導 をす る ことで、道 徳 的 な実 践 力 も

向 上す る と考 え られ る。

また 、 「自己認 知 」、 「対 人関 係 」、 「学 校

適 応」 の意 識 が高 い 生徒 ほ ど道 徳性 が高 い

こ とは これ まで の研 究 で 明 らか とな って お

り、 今 回 の 調 査 も 「自己 認 知 」、 「対 人 関

係 」、 「学 校 適 応 」 が 高 い 生 徒 と 「実 際 の

行 動 」 に強 く相 関 が 出た(グ ラ フ2)。 こ

れ によ り、道 徳 の時間 以外 の授業 や 特別 活

動 にお いて 「自己認 知」、 「対 人関 係」、 「学

校適 応 」 を高 め る活 動 を行 う こ とが大 切だ

と考 え、指 導 計画 に盛 り込 む こ とに した。

しか し、 「友 達 の定 義 」 との ク ロス集 計 で

は 、 どの 項 目 と も相 関 が 出 な か っ た 【表

1】。 これ は 、友 達 とい う言 葉 の捉 え方 が

4

ウ
」

0

蒙

グラフ2

調 査 項 目 相関係数

自己認知×友達の定義 11:

他者関係×友達の定義 0.01

学校適応×友達の定義 0.21

友達の定義×友情への意識 0.17

【表1】

様 々で 、統 一 した理 解 がで き て いな い こ とを示 して いる 。友情 を指導 して い く上 で 、言 葉

の と らえ方 によ るす れ 違 い をな くす ため に、友 達 ・友 情 につ いて の理 解 を深 め る活 動 を指

導 計画 にも盛 り込 んだ 。

ウ 指 導 計画

(ア)指導 計画 作成 の方針

① 指導 を徹底 す るた め に、 「友 情=」につ いて重点 化 を 図 る。
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② 道 徳 の時 間 を 中心 に、学 級活 動 、学 校行 事 、教科 の 授業 での学 習活 動 を連 携 させ た学

習指 導 計画 を作 成 し、学 習 の深化 と効 率化 を図 る。

③ 上記 の学 習指 導計 画 に よ り、自尊 感 情 をは ぐくみ、対 人関係 を 円滑 にす る方 法 を学 び、

また、 学級 ・学 校へ の帰 属意 識 を高 め る指導 を行 う。

(イ)「道徳 の時 間 」学習 指 導案 作成 の方 針

① 友 達 関係 を4つ の段 階 に分 類 し、 そ の内容 を段 階 的 に組 み込 んだ 授業 を行 う。

第1段 階 友 達 とは何か 、友 情 とは何 か

第2段 階 友達 を どうつ くるか

第3段 階 友達 関係 を質 的 に ど う高 め るか 、友達 を親友 にす るた め には

第4段 階 友情 が こわれ そ うにな った とき 、 ど う修復 す るか

② 学 習 指導 案作 成 にあた って は、 デ ィベー ト、 ロール プ レー、 小集 団 に よる話 し合 いな

どを活用 し、 生徒 が 自分 の思 い を語 り、 また 、級友 の発言 に耳 を傾 ける場 を多 く設 定す

る。

③ 指 導 に当た って は、 学級 担任 以外 の教員 の参 加 を求 め 、テ ィーム テ ィー チ ングによ る

指導 を活 用 す る。(副 担任 、学年 教員 、管 理 職等)

④ 指 導 に 当た って は、保 護者 、地 域 との連 携 を図 る。

(ウ)指 導 計画

① 学 級活 動(朝 の会 、帰 りの会等 の 日常 の活 動)

・「1日 の 目標 、 反省 」 につ いて の生活 班 に よる話 し合 い 、発 表

・班 日記 に よ る、生徒 間 、生徒 と担 任 との交流

・「仲 間 のよ さ発見 カ ー ド」等 によ るよ い ところ探 し

② 保 護者 ・地域 との連携

・「友 情 につ いて の体験 談 」 を募 集 して 道徳 の 時間 の導 入や終 末等 で活 用 す る
。

本時

1 道徳の時間 デ ィベー ト大会 「友 達 は必 要?そ れ と もい らな い?」

2 学級活動 構 成的 グル ー プエ ンカ ウ ンター 「相 手 の感 情 を読 み取 ろ う」

3 道徳の時間 友 達 とは何 か 、友情 とは何 か 資料 名 「本 当の友 人 関係 とは」

4 国語科 「走 れ メ ロス 」:メ ロス とセ リヌ ンテ ィ ア ス の友 情 を も とに 、

真 の友情 とは何 か につ いて考 え る。

5 学級活動

学校行事

合 唱 コ ンクール に向 けて の取 り組 み
腫
:お 互 い に励 ま し合 い、 信 頼 し合 う関係 を作 る こ とに よ って 、

友達 と心 が ひ とつ にな る こ とを知 る。

6 道徳の時間 友達 を どう作 るか 資 料 名 「ち いち ゃんの つめ 」

7 道徳の時間 友情 を高め る には、友 情 が こわ れそ うにな った とき

資料 名 「甲子 園 で プ レー が した い」

(3)指 導 計画 の工 夫

ア 学習 指 導案 作成 につ いて

デ ィベー ト、 ロー ル プ レイ、 小集 団 によ る話 し合 いな どを活 用 し、 生徒 が 自分 の思 い

を語 り、 また、級 友 の発言 に耳 を傾 け る場 を多 く設定す る。
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イ 指導 について

指 導 に 当た って は 、学 級担 任 以 外 の教員 の協 力 を求 め 、テ ィー ム テ ィー チ ン グ によ る

指 導 を活用 す る。(副 担任 、学年 教員 、管 理職 等)ま た 、保 護者 、地域 との連 携 を 図 る。

ウ 指導 計 画作成 につ いて

道 徳 の時 間 を中心 に、 学級 活 動 、学 校行 事 、教 科 の 授 業、 総合 的学 習 の時 間 で の学 習

活 動 を関連 させ た学 習 指 導 計 画 を作 成 し、学 習 の深 化 と効 率化 を図 る 。(学 習指 導 計 画

に よ り、 自尊 感 情 を は ぐ くみ 、対 人関 係 を 円滑 にす る方 法 を学 び 、 また 、 学級 ・学校 へ

の帰属 意識 を高 め る。)

(4)指 導 事例(第2学 年)

ア 主 題名 「友 情 」 〔内容 項 目2-(3)〕

イ 資 料 名 「甲子 園で プ レー が した い」 堀 田泰 永

ウ 資 料 の概 要

ふた りで 地元 のS高 校 に進 学 し、 甲子 園 に出場す る こ とを誓 い合 って いた幼 な じみ の義

男 と雄 一。 と ころが 、 あ る夜 、雄 一 の もとを訪 れ た リ トル リー グの監督 は、他 県 に あ る甲

子 園 の常連R高 校か ら誘 いが あ った ことを伝え る。 甲子 園 出場 とい う夢 に大 き く近づ く知

らせ に胸 を躍 らせ る雄 一 、 しか し、誘 われ たの は雄 一 だ けだ った 。義 男 との誓 い と甲子 園

へ の夢 の は ざまに思 い悩 む雄 一 。

工 ね らい

友 達 の在 り方 につ いて 考 え 、互 い に励 ま し合 い、 高め 合お う とす る態度 を 育て る。

オ 学習 指導 過程(7/7時)

学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 教師の動き 指導上の留意点

導 1こ れ まで の学 習 を ・T1が 、 説 明 ・簡 潔 に説 明す る。

入 振 り返 る 。 す る 。

2教 師 の範読 を聞 く。 ・T1資 料配 布

・T2朗 読 。 ・T1とT2の や り

3資 料 を もとに話 し と りで進 め る。

展 合 う。 ・雄 一 は 「R高 に 行

・雄 一 と義 男 の関係 を きたいか ら悩んでい

確 認す る。 る 」こ と を押 さ え る 。

【発 問1】 ・「行 くべ き 」が 少 数 、 ・T1 、T2と ・【発 問1】 に つ い

開 ・「雄 一 はR高 校 へ 行 「行 くべ きで な い」が も机 間指 導 を し、て 、 多 角 的 に 、 よ り

くべ き で し ょ うか 。 そ 多 数 。 書けな い生徒 を 深 く考 え させ る。

れ と も行 くべ きで な い 中心 に助言す る

で し ょ う か 」に つ い て 、 と と も に 意 見 を

挙 手 させ る。 把 握 す る。
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・両 方 の立 場 か らそ う ・意 見 交 流 が 深

考 え る理 由 をワー ク シ ま る よ う に 助 言

一 トに記 入 す る 。 す る 。

・自分 の 結 論 を 出 し、 ・T2板 書 す る。

そ の理 由 を記入 す る。

4生 活班 に分か れて ・発 表 者 の 立 場 を 明

展 話 し合 う。《班座 席》 確 にす る。

・「行 く べ き 」、 「行 く ・甲子 園 に行 く ことは

べ き では な い」 とい う 自分 の夢 だか ら。

立場 をは っき りさせ て ・一 生 の 問 題 だ か ら。

意 見 を出 し合 う。 ・義 男 との 約束 を破 る ・T2板 書 す る 。

《席 を戻す 》 こ と に な る か ら。

開 ・意 見 を発 表 す る 。 ・本 時 の 中 心 とな る

5義 男 の 立 場 に な っ 発 問 。 狭 い 意 味 で の

て 考 え る。 「友 情 」 に と らわ れ

【発 問2】
・一 緒 に甲子 園 を 目指 ている生徒を義男の

・「雄 一 が ひ と りで 悩 す という約束が破られ 立 場 に 立 た せ 、 「真

ん で い る っ て 聞 い た て 悲 し い 。 の 友 情 」 と は 何 か を

ら、な んて 言 って あ げ ・雄 一 が決 め た ことだ 考 え させ る。

た い で す か 。 ワ ー ク シ か ら、 しか た な い 。

一 ト に 書 い て く だ さ ・雄 一 が ふた りの夢 で

い 」 ある甲子園に近づいた

・意 見 を 発 表 す る 。 こ とが 、友 達 と して う

れ し い 。

6友 情 に つ いて の保 ・T2朗 読 す る 。 ・朗読 に集 中 させ る。

護者の体験談の朗読を

終 聞 き 、 「友 情 」 とは 何

か につ いて考 える。 ・二 人 に 発 表 さ せ 、

7今 日の 授 業 で考 え ワー ク シ ー トに 記 入

末 た こ と、 学 んだ ことを された ことをが学級

ワ ー ク シ ー ト に ま と で ま と め 、 後 日配 布

め 、 発 表 す る。 す る。
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力 評 価 の観点

・友 達 の在 り方 につ い て深 く考 える こ とがで きた か 。

・互 いに励 ま し合 い、 高め 合 お う とす る態度 を育 て る こ とが で きたか 。

キ 今 日の授業 で学 ん だ こ と(生 徒 の感想 よ り)

・この授 業 をや って 良 か った と思 う。 「友 人 は こん な に大 切」 と思 うよ うにな った 。 悲 し

い時 に励 ま して くれ た り、 自分 の こ とを深 く理解 して くれ るの が本 当の友 達 だ と思 う。

・な んか 「友 達 、友 情 」 とい う言葉 の意味 や必 要性 が いつ もよ り深 くわか っ た よ うな 気 が

した。相 手 の気持 ち を考 えた り、励 ま して くれ る よ うな友 達 が ほ しい と思 った 。そ れ に、

私 もそ う い う人 にな りた い と思 った。

ク 考 察

・今 回 の授 業で は 、生徒 が じっ く りと考 え、 自分 の思 い を語 り、級 友 の発 言 に耳 を傾 ける

時間 を確 保す るため に 、発 問 を精選 した。 また、班 で友 情 にっ いて話 し合 わせ た 。

そ の結 果 、友情 に対す る様 々 な意見 を聞き、 また 自分 の思 い を語 れ た とい う満足 感 を得

させ る ことが で きた。 も っ と話 し合 いたい とい う意欲 を高 める ことが でき た。

・TTに よ る指 導 は 、 資料 の提示 、机 問指 導 、板 書 な ど を役 割分 担す る こ とによ って 、授

業 の流れ を切 らず にす む こと、個 々 の生徒 の様子 を把 握 し、生徒 の多 様な 意見 を引 き 出 し、

生徒 の道 徳 的価値 につ いて の考 えを深 め る ことがで き 、大変 有効 で あった 。

・生徒 が描 いた登 場 人物 のイ ラス トを板 書や ワー ク シー トに活用 した こと、保護 者 か ら寄

せ られた 「友 情 につ いて の体験 談 」 を授 業 の終 末 で朗 読 した ことによ り、 生徒 の 「友情 」

に対す る考 えを深 め る と と もに感動 深 い授 業 にす る ことがで きた。
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3内 容項 目2-(3)「 友情 」 の ま とめ

(1)調 査結 果

実験群(指導齢園を雲施した群)

平均の数値

粉s e
ぐ
睾
拠

に
e
肇
侭

実施後

前

囲実施前

■実施後

棚 蝋指導酎画を鱗 囎

平均の数値

1
雲 i

｠

(2)成 果

① 指導 計 画 を作成す る こ との 有効性 につ いて

ア 昨 年度 の研 究 報 告書 に は今後 の課題 として 、 「自己認 知 の低 い生徒 の道 徳 的 価 値 の

変 容 をいか に図 るべ きか」 が 挙 げ られ て い る。つ ま り、 自己 認知 が低 い 生徒 は指 導 計

画等 で働 きか け を して も、 意 識の 変容 が見 られ な い傾 向が あ る とい う こ とで あ る。そ
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して、 このよ うな 生 徒 に とって重 要 な こ とは道 徳 的価 値 につ いて理 解 させ る指導 と と

もに 、 「自己認 知 」、 「対 人関係 」、 「学 校 適応 」 な どの意識 を高め 、人 間 と して よ りよ

く生 きる力 を身 に付 け させ る指 導が 重要 で あ る とい う ことであ る。

そ こで 本研 究 にお いて は、道 徳 の時 間 を中心 に、学 級活 動、 学校行 事 、教 科 の 学習

で の学習 活動 を関 連付 けた指導 計 画 を作 成 した 。 また 、 日常 の朝や 帰 りの短 学 活 等 を

有効 に活用 して 、 生徒 の よ い点 を認 め 、 自分 の考 え を発言 させ る機会 を もつ よ うに努

めた 。 生徒 が 「自己認 知 」 を高 め 、 「対 人関 係 」 を円滑 にす る方 法 を学 び 、 また学 級

・学校 へ の帰 属 意識 を高 め る指 導 と合わ せ 、道 徳 的価値 を深め る指導 を行 うこ とで 、

豊 かな 人間 性 を は ぐくめ る と考 えた ので ある。

指導 計 画 に基 づ いて 働 き か け を した実 験 群 の 調査 結 果 の数値 の変化 を見 る と、 「自

己認 知 」、 「対 人 関 係 」 の項 目にお い て、 指 導 計 画 を実施 しな か っ た統 制 群 の 数 値 の

変 化 よ りも大 き くな ってお り、指 導 計画 が有 効 で あ った こ とが分 か った 。 さ らに 、本

分科 会 で は、9月 の調査 で この 「自己認知 」 等 の三 つ の項 目が低 い生 徒 を追 跡 調査 し

た ところ、 多 くの生 徒が 、11月 の調 査 で数 値 が高 くな ってお り、友 情 に関 す る道 徳

性 も高 ま って い る傾 向が あ る こ とが分 か った 。 この こ とか ら、 自己認知 等 の 意識 を高

め て い くこ とが 、道徳 性 の 向上 と深 くかか わ る ことが検 証 でき た と考 え る。 また、 自

己認 知等 の意 識 を計画 的 に高 めて い くこ とも可能 で ある こ とが分 か った 。

したが って 、各 学校 にお いて は、年 間 を通 して 、 継続 して これ らの意 識 を高 めて い

く努 力が 、道 徳 の 時 間 を創 意 ・工 夫す る と とも に大 切な ことが検証 され た と考 え る。

② 「道徳 の時間 学習 指 導案 作成 の方 針 」の有 効性 につ いて

ア 本研 究 で は 「友情 」 に関す る指導 を重 点 的 に行 うため 、複数 時 間 をあて 「友 達 とは

何 か 」か ら 「友 情 が こわれ そ うにな った時 、 ど う修 復 す るか 」 まで の4段 階 を指 導 計

画 に組 み込 んで授 業 を行 った。

イ 本研 究 で は、 道徳 の時 間の第1時 と して 、デ ィベー ト大 会 「友達 は必 要?そ れ と も

い らな い?」 を行 った。 デ ィベ ー トは 自分 の考 え にか かわ りな く、肯 定 、否 定 に分か

れ て討 論 をす る もので あ り、道徳 の時間 の学 習 と して行 うこ とに疑 問 の声 もあ る。 し

か し、授 業 後 、生 徒 か ら 「友達 の大 切 さ につ い て 、 い つ も よ り深 く考 え た 」、 「自分

が考 えて いな か った こ とや 、思 って もいなか った意 見 が 出て きたの で、 自分 の考 えが

広 が った よ うに思 った」 な どの感 想が あ った 。 デ ィベー トに よ り、友 情 に対 して深 く

考 え、 様 々な 角度 か ら広 く考 え る こ とが で きた こ とが分 か る。 これか らも道 徳 の時 間

で 、デ ィベ ー トを積極 的 に取 り入 れて い きた い。 な おそ の 際 には、授 業 で 「こ こまで

は デ ィベー トです が 、 こ こか らは 自分 の意 見 を話 して くだ さ い」 の よ うに場 面 を区 切

っ た り、授 業後 の感 想 をま とめた 資料 を作 成す る。 なお そ の際 には、 デ ィベ ー トの時

とデ ィ ベー トが 終 了 した時 の 自分 の意見 を比較 して掲 載 す るな どの配慮 をす る ことが

必 要 で あ る。 この ことは 、道徳 の時 間 は一 人一 人の 生徒 の道徳 的価 値 を育 成 す る こ と

が 基本 にあ り、 自分 は ど う考 える のか 、 ど う感 じる のか を大 切 に して個 々の 道徳 性 を

養 う時間 だか らで ある。

ウ 指導 にあた って、TTに よ る指 導 を導 入 し、 資料 の提 示 、板 書 、机 間指 導 な ど を分
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担 して行 った 。そ の結果 、授業 の 流れ が切 れず にス ムー ズ に進 んだ こと、資 料 の 内容

が よ り効果 的 に生 徒 に伝 わ った こ と、 生徒 の活 動へ の援 助が き め細 か く行 えた こ と、

な ど大 きな成果 を得 る ことがで きた 。

工 授 業 の終末 に 「友情 に対 す る保 護者 の体験 談 」 の朗読 を取 り入れ た。 募集 した体 験

談 の なか に、授 業 のね らいに合致 したふ さわ しい内容 の ものが常 にあ る とは限 らな い。

また 、体験 談 が 生徒 に与 え る感 動 が大 きす ぎて 、授 業 のね らいが薄 ま って しま う可 能

性 もあ るが、 む しろ積 極 的 に取 り入れ る ことによ り、 生徒 に とって も自分 の学 級 の保

護 者 とい う身近な 大 人が体 験 した ことを 聞 ける とい う意 味 で も使用す る効果 は大 き い

と考 え る。

オ 調 査 結果 を見 る と、 「友情 の定 義 」、 「友 情 に対 す る意 識 」 の項 目にお いて 生 徒 の意

識 が大 き く変容 して い る ことか ら、本 分科 会 で立 てた 指導 計画 が有効 で ある ことが分

か っ た。

③ 以 上 の こ とか ら、本分 科 会 の研 究 仮説 「友 情 につ いて 理解 し、相 手の 成長 を心 か ら願

って互 い に励 ま し合 い、忠 告 し合 える信 頼 関係 を育 て る道徳 の時 間 が実践 されれ ば、心

か ら信 頼で き る友 人 関係 を築 く ことがで き るで あろ う」が検 証 され た と考 え る。

(3)課 題

① 生徒 の 自尊感 情 を は ぐ くみ 、対 人関係 を円滑 にす る方 法 を学 び、 また 、学 級 ・学 校へ

の 帰属 意識 を高 め る指導 を年 間 を通 して継続 して行 う必 要 が あるが 、そ の方 策 につ いて

は発 達 段階 を踏 ま え組織 的 に行 う必 要が あ る。

② 本 研 究 で は 「友情 につ いて の認識 」 を高 め る指導 を追究 し、 そ の結果 、一 定 の成 果 を

あ げる こ とがで きた と考 え る。 しか し、調 査 結果 を見 る と、 「友 情 へ の認 識」 は高 まっ

て い るが 、それ が 「実 際 の行 動 」 につ なが って いな い こ とがわ か る。道 徳 の時 間 で学 ん

だ こと を、教科 の授 業 、総 合 的な学 習 の時 間 、学級 活 動、 学校行 事 、 生徒会 活 動 な ど道

徳 的実 践活 動 の場 面で の意 図 的な指 導 を して い く ことが大 切で あ り、組 織 的 に家庭 と も

連携 しな が ら進 めて い くこ とが よ り必要 で ある。
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N内 容 項 目2-(5)「 他 に学 ぶ 広 い心 」 につ いて の指 導(第2分 科会)

1主 題 設定 の理 由

人 は、そ れぞ れ 姿 が異 な るよ うに、人 生経験 や考 え方 、感 じ方 、 ものの 見方 な ども様 々で

あ る。 私た ち は、 そ の違 い をお互 い に認 め合 い なが ら生活 して いかな けれ ば な らな い。

しか しな が ら、 少子 化 や核 家族 化 、地域 連帯 意 識 の希 薄化 な ど、子 どもの社 会性 を培 うた

めの マイナ ス要 因 が多 くな って きて いる。 そ のた め 、他 の 人 とのかか わ りを身 に付 ける機 会

や 、謙 虚 にな って 相 手か ら何 か を学 ぶ とい う経験 が 少 な くな って きて お り、 ものの見 方 、考

え方 に多様 性が あ る こ とを認め に くい状況 にあ る。 また、社 会 全体が 他 人の こ とを考 え ず、

もっぱ ら個 人 の利 害 得失 を優 先 す る傾向 も強 くな って い る。 この こ とは 、生 徒 の道徳 性 を育

成 す る上 で大 きな 障 害 とな って い る。 もち ろん 、生 活 の 中で接 す るす べ て の人 々 に理 解 を示

し、寛 容 であ る こ とはで きな い。 自分の考 え に固執 す る傾 向 も見 られ 、そ れ を乗 り越 えて他

か ら謙 虚 に学ぶ 広 い心 を育成 す る こ とが 、 よ りよ い生 き方 につ なが る こ とに気付 かせ て い く

ことが肝要 で あ る。

中学 生の時期 は、 肉体 的 に も精神 的 に も発 達 が著 しく生徒一 人一 人 の個 性 や 立場 が は っき

りして くる と と もに 、 「自分 な りに納得 した 生 き方 や 考 え方 を した い」 と望 んで い る。 す で

に この時 期 には 、 人 によ って もの の見方 や考 え方 に違 いが あ る こ とに気 付 いて い るが 、人 生

の経 験 も浅 く、 ものの見 方 もそ れ ほ ど広 くはな い こ ともあ って、 時 と して 自分 の考 えや 立 場

に 固執 し、対 人 関係 に摩擦 や対 立 を 引き起 こす よ うな こ ともあ る。そ のた め に相手 の気 持 ち

を傷 つ けた りして 、人 間 関係 が うま くいか な い場合 が 多 い。逆 に、同調 過剰 の傾 向 も生 じや

す く、 い じめ の よ うな 問題 行動 を起 こす こ ともあ る。 この よ うな 状況 は、 それ ぞれ の個 性 や

立 場 をお互 いが理 解 し、尊 重す る気 持 ちが欠 けて いる ところか ら生 じる もの といえ よ う。

今後 、国 際化 、高度 情 報化 、高齢化 な どが進 め ば 、外 国 人 、高齢者 な ど様 々 な ものの 見方 、

考 え方 をす る人 との共 生 が重 要 にな って くる。 そ の 時、 相手 の個 性や 立場 を尊 重 し、相 手 の

こ とを考 え られ る心 、相 手 の個 性 を受 け入 れ理 解 し学 ぼ う とす る広 い心が 、豊 か な 人間 関係

を作 る基盤 とな る と考 え る。 また 、 自分 とは異 な る個 性 の持 ち主 に出会 うこ とによ って 、 自

分 自身の存在 に対す る 自覚 が 芽 生え 、そ の中 か ら謙虚 に他 に学 ぼ うとす る広 い心 が育 つ とと

もに、個 性 を伸長 して い くこ とにな る と考 えた 。

以 上の点 か ら、第2分 科会 で は、豊 か な人 間性 を身 に付 け成長 を して い くた め には物 事 に

は多様 な もの の見 方 、 とらえ方 、感 じ方 が ある こと を知 る ことが大 切 と考 えた。 さ らに 自分

に寄せ られ る温 か な忠 告 や助 言 に感謝 す る と と もに、 自分 を見 つめ 、謙虚 な 心 を もって 他 に

学 ぼ うとす る姿 勢 が 、 中学 生 の時 期 には極 め て重 要 な ことで あ る と捉 えた 。そ して 、 「豊 か

な 人間性 をは ぐくむ」た め に、内容 項 目2-(5)「 他 に学ぶ 広 い心 」を育 て る こ とを通 して 、

次 の よ うな仮 説 に基 づ いて研究 を進 め る こ とに した。

仮説

集団の中で自分を見つめ、他人の言葉や行動を受け入れることの大切さを知り、こ

れを自らの向上に生かすことができれば、謙虚に他に学ぶ広い心を育成することがで

きる。1
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2研 究 の 内容 と方 法

(1)内 容項 目2-(5)の と らえ方

内容項 目2-(5)は 「そ れ ぞれ の個 性 や立 場 を尊 重 し、 いろ いろな ものの見 方 や考 え方 が

あ る こ とを理解 して、謙 虚 に他 に学 ぶ広 い心 を もつ こと」 が指 導 内容 で あ る。生 活 の 中で

接す る 全て の 人 をいつ も正 し く理解 し、か つ寛 容 で あ る ことは難 しい。 また 人 生経験 の違

いか ら感 じ方や もの の見方 な ども人そ れぞ れ に異 な る。そ の違 いをお互 い に認 めな が ら生

活 して い く こ とが必 要 で あ る。 しか し、 中学 生の 時期 には、偏 狭 な もの の見方 や 考 え方 を

す る傾 向が あ り、他 人 の意 見や 忠告 に謙 虚 に耳 を傾 け られな か った り、 自分 と異 な る立 場

や行 動 を認 め よ う と しな い こ とが あ る。 この よ うな 問題 は、 それぞ れ の個 性や 立 場 を互 い

に理 解 し尊 重す る気 持 ち の不 足か ら生 じて いる もの と考 え られ る。 また 、個性 は 自分 の努

力だ けでな く、人 との かか わ り合 いの 中 で謙虚 に他 に学 ぶ広 い心 をもっ て こそ伸 び て い く

もので あ る。即 ち 、互 い の よ さを見 つ け個 性 を認 め よ う とす る姿 勢 を育 てて い け ば、そ こ

か ら謙虚 な 心 を もって 他 に学 ぼ う とす る積 極 的な 態度 を育成 して い くこ とが で き、 他 に学

ぶ広 い心 を もち豊 か な 人 間性 を育成 す る こ と

にな るで あろ う と考 え た。2-(5)の とらえ方

上 記 の よ うな観 点 か ら、右 図の よ う に と ら
豊 か な 人 間 性え 「他 に学 ぶ広 い心 」 の育 成 を考 えた

。集 団

の 中 に は様 々 な もの の 見方 や 考 え方 が あ る・ ・倉 ・

そ の こと に気 付 く には まず 、相 手 の言 葉 に謙

虚 に耳 を傾 け る こと に始 ま る。 そ こか ら相手 他 に学ぶ広 い心

の独 自性 を認 め 、相 手 の もの の見方 や 考 え方

を+分 に理解 し髄 してい くのである.自 分 倉

と異なる他人の立場や個性 に対して寛容な心 尊 重

で 、他 に謙 虚 に学 んで い こ う とす る姿 勢 が 、

よ りよ い人 間 と して の成長 に は必 要で ある。

また 先行研 究 か ら 「自己 認知 」、「対 人関係 」、

「学校 適 応 」 に 関す る意 識 で高 い傾 向 を示す

者 は 、道 徳 性 も高 い傾 向 が あ る こ とか ら、本

研究 にお いて も これ らの 意識 を高 めて い く こ

と を押 さえ な が ら研 究 を進 め る こ とが 有効 で

あ る と考 え た 。 この よ うな意 識 を高 め る こ と

は、 学級 を信 頼 関係 に基 づ い た集 団 に育 成 し

て い く こと と合 わせ て研 究 を推 進 して い く こ

と を改 めて お さえ た もの で あ る。 この よ うな

考 え方 に立 って 調査 研 究 を行 い、 そ の結果 に

基 づ いた 指 導 計 画 を作 成 し段 階 を踏 んだ 重点

化 を図 った 実 践 を行 い、研 究 を進 め る こ とに

した。

他の人の見方や考え方を尊重し自らの向上に

生かす

て}〈===コ

寛 容

他の人の見方や考え方を認める

倉
謙 虚

他の人の言葉に耳を傾ける

倉
集 団

多様なものの見方 ・考え方

個

性

の

伸

長

・
向

上

心
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(2)生 徒の 実態 と指導 計画

ア 調査研 究 につ いて

研 究 の方 向 性 を探 り、 指導 計 画 を作 成 す る に 当た り事 前 に生 徒 の意 識 調 査 を行 った 。

「自己 認 知 」、 「対 人関 係 」、 「学校 適 応 」 のそ れぞ れ10項 目を5段 階 の選 択 肢 で 数値

化 して 集 計 し、 そ れぞ れ の項 目間 で統 計処 理 を行 った。 また 、 「他 に学 ぶ 広 い心 」 の意

識 を知 る ため に三 つ の事例 につ いて 意 識 調査 を行 い、そ の調査 結果 と 「自己 認知 」、 「対

人関 係 」、 「学 校適 応 」 の調 査項 目との 関 係 を統 計処 理 した 。 「他 に学 ぶ 広 い心 」 が 育 っ

て るか ど うか を調 査す るた め に、下記 の事 例 調査項 目を設 定 した。

「事 例1」

・話 し合 いの とき、普 段 あ ま り話 さな い友 達 の考 えを 聞 いて、 「な るほ ど」 と思 う。

「事 例2」

・ク ラス メー トの一 人 一 人の 良い ところ を一つ 以上 あ げ る ことが で き る
。

「事 例3」

・友 達 に 「地域 清掃 活 動」 に参 加 しょ うと誘わ れ た ら、 あなた は参加 します か 。

イ 調査 結果 と生徒 の実 態

「事例1」 、 「事 例2」 、 「事例3」 の 三 つ の項 目で 「とて もそ う思 う」 「そ う思 う」 と

回答 した 生徒 は 「自己認 知 」、 「対 人関 係 」、 「学 校適 応 」 の意識 も高 い ことが統 計 処理

の 結果 か ら分 か った 。 この こ とか ら、他 に学ぶ 広 い心 を育て るに は、 「自己 認知 」、 「対

人 関係 」、 「学校 適応 」 の意 識 も高 め る指導 が必 要性 で あ る。

ウ 指 導 計 画

調査 結 果 に基 づ き 「他 に学 ぶ広 い心」 を育て るた め には 、 「自己認知 」、 「対 人 関係 」

「学 校適 応 」 を学校 生活 の あ らゆ る場面 で総 合 的 に向 上 させ て い く こと も大 切 で あ る。

例 えば 、朝や 帰 りの短 い学 活 の時 間 に、 生徒 の給 食 、清掃 な どの当番 活 動で 良 い点 を

教 師が み んな の前 で評 価 した り、生 徒 に 自分 の考 え を発 言す る機 会 を意 図 的 に もつな ど

を心 が ける よ うに計画 した 。 また、 これ と合 わ せて 、道 徳 の時 間 に 「他 に学ぶ 広 い心 」

を段 階 的 に重点 的 に指 導 し、か つ学 校行 事 等 の教育 活 動 と関連 を 図る指 導 計画

を立 て た。

10月 第1時 道徳の

時間

「イ ヌ ワ シ」1-(5)個 性 の伸 長 ・反省 と向上

・自 らの生活 を謙虚 に振 り返 り、 自己 を厳 し く見 つ め、

個性 の伸長 に努 め よ う とす る心 情 を養 う。

10月 第2時 道徳の

時間

「3分 間 」2-(5)他 に学 ぶ広 い心

・謙虚 に 自分 を見 つめ 、他 人 の言葉 に耳 を傾 け る こ との

大 切 を知 り、 これ を 自分 の心 の成長 に役 立 て よ う とす る

意 欲 を育 て る。

10月 第3時 道徳の

時間

「月世界 」2-(5)他 に学ぶ広 い心(構 成 的グ ルーフ.エ

ンカウンター)・自己や 仲 間 の ものの 見方 、考 え 方 を知 る と共

に、 グル ー プ全 員が 合意 す る ことの難 しさ大 切 さ を体 験

的 に学 ぶ 。
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「ぼ くの どこが い けな い の」2-(5)他 に学ぶ 広 い心

10月 第4時 道徳の ・人 そ れ ぞれ の もの の 見 方 や 考 え 方 が あ る こ と を理 解

時間 し、そ れ を尊重 し、認 め よ うとす る態 度 を育 て る。

10月 第5時 学活の 文化祭 の 「劇 」の 役割 分担 を して他 の係 と協 力 しな が ら、

時間 責任 を もって仕 事 を進 め る。

(3)指 導 計画 の工 夫

ア 指導 計画 の工 夫

○ 段 階 を追 い、複 数時 間 にわた る重点 的な指 導

「他 に学ぶ 広 い心 」 の指導 に あた って は 、 内容項 目2-(5)の と らえ方 で 述べ た とお り

「謙 虚 」 → 「寛 容 」 → 「尊 重 」 の3段 階 を経 て培 うこ とが で き る と考 え た。 そ こで 、

各段 階 に適 切 と思わ れ る資 料 を選定 し、段 階 を追 って 重点 的 に道 徳 の時 間 を行 うため 、

複数 時 間 を充 て た。

○ 他 の 内容項 目 との関連

個 性 を生 か し、 よ りよ く生 き たい とい う願 いが 、 自己 の向 上 にっ なが る。 また 、個 性

は他 に認 め られ な が ら伸 び る側面 を もって いる。 そ こで 、互 い にそ の 人 のよ さ を認 め合

い、 自己認 知 を高 め 、 自己理解 を深 め させ る ことが大 切 と考 えた 。す なわ ち 、他 か ら学

ぶ こ とが 、個 性 を伸 長 す る こ とにつ な が る と考 え、 内容 項 目1-(5)個 性 の伸 長 ・向上

心 を関連付 けて指 導す る ことに した。

○ 特別 活動 との関連

特別 活 動 の学校 行 事 には 、活 動 を通 して個 性 を伸 ばす ことや他 者 の発表 等 を見 た り聞

いた りす る際の望 ま しい態度 を養 う こ とな どをね らい とした 行事 が あ る。そ こで、道 徳

の時 間で 学 んだ ことが特 別活 動 の具体 的 な活 動場 面 で 生か され 、実践 され る こ とによ っ

て深 め られ るよ うに関連 を図 った指導 計画 を作 成 した 。

イ 道徳 の時 間 の工夫

○ 体験 的 活動 を取 り入れ る

構 成的 グルー プエ ンカ ウ ンター のエ クササ イ ズや ゲ ーム性 の あ る活 動 は 、生 徒 の興 味

や 関心 を高 め、 学習 へ の意欲 を喚起 す る ことが で き る と考 えた 。道徳 の時 間 に これ らの

体験 的活 動 を学 習指 導 過程 上 に位置 づ け 、そ の体 験 を もとに道徳 的価 値 につ いて の 自覚

を深 め る工 夫 を行 った 。 これ は、体 験 を通 して 感 じた り考 えた りす る こと によ り自分 自

身 の問題 として 深 くか かわ り、ね らいの根底 にあ る道 徳的価 値 にっ いて 理解 を深 め させ

る ことがで き る と考 え たか らで あ る。

○ 話 し合 い活動 を取 り入れ る

生 き生 き と活 動 し主 体 的 に考 え を深 め られ る よ う、 小集 団 によ る話 し合 いを取 り入 れ

た 。話 し合 いは 、他者 の考 え方 にっ いて の理解 を深 めた り、 自分 の考 え方 を明確 に した

りす る こ とが で き るの で 、道徳 的 実践 力 を身 に付 ける 上で効 果 的 な方 法 で あ る。 「他 に

学 ぶ広 い心 」 を育 て る には、有 効 な学習 方法 で あ る と考 えた 。

ま た 、話 し合 い を効 果 的 に展開 で き る よ う、初 期 段階 で は 、 「班 で話 し合 う時 の注 意
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事 項」 や 「発表 の 聞 き方 」 を黒 板 に掲 示 し、生 徒が 意 識で き るよ うに した 。

○ 発 問の 工夫

道徳 的価 値 を 自分 の 問題 として受 け止 め 、深 く 自己 を見 つめ る ことが 可 能 とな る よ う

「振 り返 り」の発 問 を した 。 日常 生活や 学校 生 活 を振 り返 り、頭 の中 で は分 か って い る

の に、 なぜ で きな いの か とい う こ とにつ いて考 え させ る こ とによ り、ね らい と して い る

道徳 的価 値 に よ り深 く迫 れ る よ うに した。

(4)指 導 事例(第1学 年)

ア 主題 名 「他 に学 ぶ広 い心」 〈 内容 項 目2-(5)〉

イ 資料 名 「月世 界」

ウ 資料 の概 要

「宇 宙船 が 月面 で 故障 した とき 、地球 に帰還 す るた め に必 要 と思 わ れ る道 具 を選ぶ 」

とい う ことを題材 と し、 み んな で話 し合 い をす る ときの態 度 を学 ぶ。

工 ね らい

グルー プ内で 意見 を交 換 す る こ とによ り、他 者 の意 見 に謙虚 に耳 を傾 け る こ との大 切

さ を理解 し、謙虚 に学ぶ 広 い心 を育 て る。

オ 学習 指導 過程

前時 に、 「月世界」の ワークシー トを渡 し、自分 自身で考 えて必要な道具(備 品)に 順位 をつ

けてお く。その際に、相談 しないで一人で考 える、 どうして必要なのか考 えなが ら順位 をつ け

るよ うに指導する。

本時

学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 教師の動き 指導上の留意点

1ワ ー ク シー トを 用 い ・「道 徳 」 の 時 間 で ゲ ー T1が 本時の流れ
・全 て に順位 がつい

導 て、班 としての意見 を ム の要 素の強い もの を行 を説明する。 て いな くて もよ い。

入 ま とめ て い く こ とを うのは初めてなので楽 し

知 る 。 み にす る。

2班 で意見を発表し合 ・「自分 と同 じだ」 T1班 をつ く り、 ・一 人 一 人 の 考 え

い、 ワー ク シー トに記 ・「順 位 は 同 じ だ が 、 理 話し合うよう指 を大切にしなが ら

録 す る。 由が 違 う」 示 す る。 で き る限 り班 のみ

・「自分 と異なる考えだ」 T2班 での話 し合 んなが納得のいく

・「な る ほ どそ う い う考 いをす るときの留 方法で班としての

展 えもあるのか」 意点を示す 意思 を決定する。

3班 としての順位 をつ ・「多 くの人 が優 先順 位 T1、T2机 間指導 ・一 人 の意 見 だ け

け、決定 した順位 を 「掲 を 上 に して い るか ら、 こ を しなが ら、話 し で決定することな

示 用 カー ド」に記 入 し、 れ を1位 にしよう」 合いを活発にさせ く、全 員 が話 し合

完成後、黒板に掲示す ・「この理 由は納 得 で き るように 促す。 い に参 加 す る よ う

る 。 るか ら、 これ を○位 に し に指導する。

開 よ う」
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展

開

4「 班で決めた順位

を発表 して もらいま

す。 ど ういう理 由で

1位 になったのか も

説明 して ください。」

【発問① 】

「班 で の話 し合 いの と

き、 お互 い の意 見 をよ

く聞 きな が ら話 し合 い

を進めましたか」

【発問②】

「話 し合 い が うま くい

か な か った 班 は 、 ど こ

に問題 が あ っ た ので し

ょう。」

【発問③】

「話 し合 い を通 して 、

自分 の意 見 が 変 わ った

人 は、 なぜ 変 わ っ た の

か教えてくだ さい。」

【発問④】

「話 し合 い を した時 の

感 想 や 感 じた こ とを 聞

かせ て ください。」

【発問⑤ 】

「『人の話を聞 くことの

大 切 さ』 をみ ん な理 解

して いる よ うだ が 、普

段 の生 活 の場 面 で は ど

うだ ろ うか 。 学 活 な ど

の 話 し合 い の時 、 うま

く い っ て い る だ ろ う

か。」

5他 人の立場を理解

・「自分 た ち の 班 と 同 じ

だ」

・「自分 た ち とは違 う意

見だ 」

・「な るほ ど」

・「お互 いの意 見 を聞 き

ながらできた」

・「お互 いの意見 を聞 き

なが らできなか った」

・「自分 の 主 張 ばか り し

た 」

・「一 人 の 意見 が 強 す ぎ

た」

・「意見 を言 わ なか った」

・「納 得で き る理 由だ っ

た」

・「話 し合 い を して いる

うちに、 自分 もそ う思 う

ようになったJ

・「この道 具が 絶対 に必

要だ と思った」

「いろいろな意見 が聞 け

た」

「様 々な考 え方 があ るこ

とを知 った」

「話を聞くことは大切」

・「人の話 を聞か な い人

が いる」

・「み んな 、 自分 の主 張

ばか りして いる」

・「話 を聞 くことの重要

性 は理解 しているが話 し

合いになる とっい 自分の

意 見 を押 し通 し て し ま

う」

・「い ろ い ろ な 立 場 、 考

T1班 の代表者 に

話 し合った内容

を発表をさせ る。

T2発 表を聞 くよ

う指導す る。

T1【 発問① 】 を

し、相手 の話を聞

くことがで きた生

徒 に挙 手 を させ

る。

T1【 発 問② 】 を

し、数人を指名す

る。

T2内 容 を板書す

る。

T2【 発 問③ 】 を

し、数名を指名す

る。

考 えが変 わ らな

か った場合 も答え

させる。

Tl板 書す る。

T1【 発 問④】 を

し、 数 名を指名

する。

T2【 発 問⑤ 】 を

し揺 さぶ りをか け

る。

数人を指名する。

T1人 間 の弱 さ

・代表者 にはっき り

と話 し合いの結果 を

伝 えさせ る。

・静か に意見 を聞 く

ように指導する。

・話 し合 いのときの

様子 を静か に、省み

させ る。

・個人 を責め ること

がな いように配慮す

る。

・十分 に話 を聞 き、

自分 で考 え て判 断

す る態度 を養 わせ

る。

・変わ らな い場合 も

考える。

・話 し合 った ときの

感想 か ら 「話 を聞 く

ことの重要性」 を導

き出して いく。

・それぞ れの発 言中

に話 を良 く聞き、理

解す るよ うに常 に意

識 させ る

・話 を聞 い た 上 で 、
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し 「人の話 を聞 くこ え方がある」 に触 れ 、お 互 い その考えを受け入

と1の 重要性 を改めて ・「人 の話 に謙 虚 に耳 を の立場を理解す れない場合もある

確 認する。 傾けることは大切だ」 る こ との重 要性 ことも指導す る。

を説 く。

終 6本 時の感想 を書 き、 ・「人 の 話 を聞 く ことの T1数 名 を指 名

末 発表する。 重要性がわかった」 し、発表 させ る。

・「人 の 話 を聞 く こ とは

難 しい」

力 評価 の観点

・ 実 際 の話 し合 い を通 して 、 「人 の話 を聞 くこ と」 の大切 さ に気 付 く ことが で きた か 。

・ 謙 虚 に他 に学 ぼ う とす る態 度 を育 て る ことがで きたか
。

キ 生徒 の 感想 か ら

・ いろ んな 人 の考 え方 の違 いが 分 か り、 とて も楽 しか った 。

・ 友達 と話 して いる とき 、友達 に意 見 を合 わ せ た り して いた けれ ど、 これ か らはき ちん

と自分 の考 え を もち 、そ れ を言 え るよ うに しよ うと思 う。

・ 人 の意 見 を聞 いて 、 自分 の意 見が 変 わ った ことが あるか ら、他 人の意 見 を 聞 く ことは

大 切 だ と思 った。

・ こんな 意 見 もあ る んだ な あ と納得 した り、 違 うな あと思 った り、 いろん な事 を考 え さ

せ られ た 。や は り、一 人一 人 の意 見 を大切 に して 向 き合 う ことが大 切だ な あと思 った。

・ 班 で 話 し合 う と、 意見 が違 う人 もだ んだ ん意 見 が変 わ り、み んな 最後 には一 つ の意見

にな った ので 、話 し合 うの は大 切 な ことだ と思 った。

・ 限 られ た時 間 の 中で 、み んな の意 見 を ま とめ るのは難 しか った。

ク 考 察

今 回の 授 業で は 、ゲー ム性 のあ る もので 生徒 の興 味 を 引きつ け、体 験 活 動 を通 して 道

徳 的価 値 とす るね らいに迫 ろ う とい う ことで 、構成 的 グルー プエ ンカ ウ ンター の エ クサ

サ イ ズ を多 少 ア レン ジ して取 り入れ た 。生 徒 同士 の話 し合 い の時間 を十 分確 保 す る こ と

に重点 を置 き、 次 の4点 に留意 して 班 内で 話 し合わ せ た。

・ 納 得 の い く まで話 し合 う こと。 ど うで もい いや と考 えな い こと。

・ 話 し合 い は勝 ち負 けで はな い こと。

・ 多 数 決 や平均 で順位 を決め な い こ と。

・ 少 数 意見 で も十 分 に耳 を傾 け る こと。

そ の結 果 、話 し合 いの 中で は、 自分 の意 見 を理 由 もつ けて しっか り と主 張す る生徒 、

そ れ に反 論す る生徒 、 また他 人 の意 見 に納 得 して 自分 の意 見 を変 えて い く生徒 な どが 各

班 とも に見 られ 、話 し合 いを深 め る ことがで き た。

このよ うに 、友 達 の ものの見方 ・考 え方 に耳 を傾 ける ことの大 切 さを理解 し、謙 虚 に

他 に学 ぼ うとす る態 度 を養 うこ とが で きた と同時 に、 グル ー プの メ ンバ ー 全員 が合 意す

る ことの難 しさや 大 切 さ を体験 的 に学 ばせ る こ とがで き た。
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3内 容項 目2-(5)「 他 に学ぶ 広 い心 」の ま とめ

(1)成 果

研 究前 後 の 「事例2」 の項 目を比較 した グ ラフ を下 に示す 。

事例2の 比較

実験 群 実 施前X18・9

実験 群 実施後X15・ 螺騰

統制 群 実施前 諦1481霊19・1

統制 群 実施後 躍124麗 麗躍 羅248

0%20% 40% 60%

16.210.8

16.811至11■10L6凹

2521=】70,

18.s■ 匿9.7圏

80%100%

ロそう思う 團どちらか というと思う ロどちらともいえない ロどちらかというと思わない ■思 わない:

この結 果 か ら、 指 導 計画 を実 践 した実 験 群 にお いて 「事 例2」 の調 査 項 目で 、 「とて も

そ う思 う」 「そ う思 う」 の生 徒 の割 合 が 、 指 導 計画 を実 践 しなか った 統 制群 よ りも増 加

の割 合が 大 き い こ とが 分か る。 同様 の結 果 が 「事例3」 に関 して も得 られ た 。一 方 、 「自

己認 知 」、 「対 人関 係」、 「学校適 応 」 が 高 ま った 生徒 の 中で の 「事 例項 目」 意識 の向 上 は

明確 にな らなか った。

(2)考 察

ア 「他 に学 ぶ広 い心 」 を調 査 す る二 つ の 事例 項 目で 「とて もそ う思 う」 「そ う思 う」

と回答 した 実験 群 の生徒 の増 加 の割 合が 、統 制 群 よ り大 き い ことか ら、指導 計画 は 「他

に学ぶ広 い心 」 を育成す るの に有効 で あ る ことが検証 され た といえ る。

イ 「他 に学ぶ 広 い心 」 の育成 を段 階 的 、重 点 的 に道徳 の時 間 で指 導 し、 かつ 特別 活 動

な どと関連 させ指 導 した ことは、効 果 が ある ことが 分か った 。

ウ 構 成 的 グル ー プエ ンカ ウ ンター のエ クサ サ イズ を ア レンジ した活 動 を道徳 の時 間 に

取 り入 れた が 、生 徒 は非常 に高 い興 味 を示 し意欲 的 に活動 した 。

また 、体 験 の 中で考 え た り、判 断 した り、感 じた こ とを道 徳 の時 間 で発 表す るので

話 し合 い も活発 にな った。

工 小集 団 によ る話 し合 い は、 自分 の考 え を伝 え 、他 の人 の話 を聞 く態度 を養 うの に効

果 的 で あ った。

(3)課 題

ア 「他 に学 ぶ広 い心」 の意 識 を調 査す る事例 の 調査 項 目の設 定 につ いて は十分 に吟 味

で きな か った こと もあ り、今後 十 分検 討す る必要 が ある。

イ 本分 科 会 で は 「自己認 知」、 「対 人 関係 」、 「学校 適応 」 と 「他 に学ぶ 広 い心 」 に関す

る事 例 項 目の相 関 は 一部 見 られ た が 、指 導 計 画実 践 後 の調 査 か らは 、 「自己認 知 」等

の項 目が 高 くな った 生徒 の道徳 性 の 向上 との関 係 を明確 にはで きな か った。 これ は 指

導 の在 り方 が 不十 分で あ った こ とを示 して い る と思わ れの で、今後 改 善 して い きた い。
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v まとめ と今後 の課題

1ま とめ

(1)本 研 究 にお いて 、 指導 計 画 を実 施 した 生徒 と指 導 計 画 を実 施 しな い生 徒対 象 に7月 と

11月 に 同 じ設 問で 意識 調査 を行 い、研 究 の成果 を客 観 的 に捉 えよ うと試 みた 。

この研 究 方 法 によ り、 生 徒 の実 態 把握 等 が具 体 的 にで き指 導 計画 を作 成 す る上 で大 き

な示 唆 を得 る ことが で きた 。 また 、研 究 前 後 の 生徒 の意 識 の 変容 を客 観 的 に と らえ るた

め に も有 効 で あった 。

(2)道 徳 の時 間 のね らい を達 成す るた め には、道 徳 の時 間 の指 導 を いか に工夫 す るかが 問

われ て い る こ とは い うまで もな い。 しか し、 それ だ け で は不 十分 で あ る 。昨 年 に引 き続

き 、 「自己 認知 」、 「対 人 関 係」、 「学 校 適 応 」 に関 す る生徒 の意 識 調査 か ら、 これ らの意

識 の高 い生 徒 はね らい とす る道 徳 性 につ いて も高 い意 識 を も って い る傾 向 が あ る こ とが

分 か った 。 したが って 、道 徳 の時 間 をかな め と しな が ら、 これ らの意 識 を高め て い く指

導 を意 図的 、継 続的 に行 って い く ことが重 要で あ る。

(3)ね らい とす る道 徳 的価 値 を深 め るた め に重 点 的 に指 導 す る こ と及び 他 の 教育 活 動 と関

連 付 けた 指 導 が、 有 効 で あ る こ とが検 証 され た 。特 に、 同 じ 内容 項 目 を重点 的 に指導 す

る段 階 を工 夫 した り、特別 活 動等 との関連 付 け を図 る こ とが 有効 で あ る ことが分 か った 。

(4)第2分 科 会 で は指 導 計画 の 中で 、体 験 的学 習 と して デ ィ ベー ト、 グル ー プエ ンカ ウ ン

ター のエ クササ イ ズ を取 り入 れ 、そ の活 動 を踏 ま えて ね らい とす る道 徳 的価 値 につ いて

話 し合 い を試 みた 。 生徒 は、意 欲 的 に これ らの活 動 に取 り組 み 、道 徳 的価 値 につ い て話

し合 えた 。 この ことか ら、道徳 の時 間 にお ける読 み 物 資料 に換 わ る位 置 付 けで デ ィベー

ト、 グル ー プエ ンカ ウ ンターの エ クササ イ ズ を活 用 で き るので はな いか と考 え る。

(5)道 徳 の時 間 にお いて もTTに よ る協 力教 授 が あ るが 、 第1分 科会 で は、 保護 者 に道 徳

的価 値 に関 す る 内容 で体 験 談 の提 供 を依 頼 し道 徳 の時 間 の終 末 部分 で 活 用 した。 保護 者

か らの体 験談 の資料 は、身 近な 保護 者 の生 き方 か ら学ぶ 意 味で効 果 的 と考 え る。

ま た、 校 内 の教 職 員 とのTTは 、 役割 分 担 を計画 的 に実 施 す れ ば、 ゆ と りを も って授

業 を進 め られ 、 生徒 の考 え方 に もきめ細 か く対応 で きる 。 さ ら にお 互 いの 道徳 の時 間 の

進 め方 につ いて 情報 交換 の 場 に もな り、質 の向 上 に もつ なが る と考 え る。

2今 後 の課 題

(1)「 自己 認 知 」、 「対 人関 係 」、 「学 校 適 応 」 の 高 い生 徒 は 、道 徳 性 が 高 い こ とが 今 年度 も

分 か った が 、 自己 認 知等 の意 識 を高 め て い く方策 につ い て は、 さ らに、 指 導 計画 及 び指

導 方 法 を工夫 して い く必 要 が ある。

(2)本 研 究 で 提 案 したデ ィベー ト、 エ ンカ ウ ンタ ー のエ クササ イ ズ を活 用 す る こ とにつ い

て は、今 後 も引き続 きそ の有 効 性 につ いて研 究 して い く必要 が あ る。

(3)本 研 究 を基 に各校 の実態 に即 した実 践 を積 み 重ね 、 よ りよ い指 導 の在 り方 をさ らに確

立 して い きた い と考 え る。
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